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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指の爪に印刷する印刷ヘッドと、
　爪を有する複数の指の各々に対応する、前記爪を含む複数の指画像を表示する表示部と
、
　前記表示部に表示する前記複数の指画像の各々が前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の
指に対応するものか、印刷中でない爪の指に対応するものか、を識別して前記複数の指画
像の表示状態を制御する表示制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像の前
記表示部における表示サイズを、前記印刷中でない爪の指に対応する前記指画像の前記表
示部における表示サイズより大きくすることを特徴とするネイルプリント装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記爪に印刷される印刷画像を前記表示部に表示させることを特徴
とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項３】
　前記複数の指は、前記印刷部による前記印刷の実施が予定されている前記爪に対応して
おり、
　前記表示部は、
　複数の指に対応する前記複数の指画像を表示する全指表示領域と、
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　前記複数の指画像のうち前記印刷中の指の爪に対応する特定の指画像を拡大表示すると
ともに、印刷する印刷画像のうちの既印刷領域と未印刷領域とを識別可能に表示する進捗
表示領域と、
　を備えていることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項４】
　前記進捗表示領域は、印刷開始後に前記全指表示領域の全部又は一部が縮小されること
により前記表示部上に確保されることを特徴とする請求項３に記載のネイルプリント装置
。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像にマ
ークを付して前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント
装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、
　前記表示部に表示させるマークと異なる表示態様のマークを印刷中でない爪の指に対応
する前記指画像に付して前記表示部に表示させることを特徴とする請求項５に記載のネイ
ルプリント装置。
【請求項７】
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像に語
を付して前記表示部に表示させるとともに、その語と異なる内容の語を印刷中でない爪の
指に対応する前記指画像に付して前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１に記
載のネイルプリント装置。
【請求項８】
　前記表示制御部は、前記複数の指画像のうち、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指
に対応する前記指画像のみに語を付して前記表示部に表示させることを特徴とする請求項
１に記載のネイルプリント装置。
【請求項９】
　前記表示制御部は、前記複数の指画像のうち、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指
に対応する前記指画像のみに矢印を付して前記表示部に表示させることを特徴とする請求
項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項１０】
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像を前
記表示部に点滅表示させるとともに、印刷中でない爪の指に対応する前記指画像を前記表
示部に常時表示させることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項１１】
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像を前
記表示部に常時表示させるとともに、印刷中でない爪の指に対応する前記指画像を前記表
示部に点滅表示させることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項１２】
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像を前
記表示部に半透明表示させるか、または印刷中でない爪の指に対応する前記指画像を前記
表示部に半透明表示させることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【請求項１３】
　前記印刷中でない爪の指は、印刷済みの爪の指と、未印刷の爪の指を含み、
　前記表示制御部は、前記印刷済みの爪の指に対応する前記指画像と、前記未印刷の爪の
指に対応する前記指画像とを識別して、これらの前記指画像を前記表示部に表示させるこ
とを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、ネイルプリント装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、指の爪に様々な色や絵柄等のネイルデザインを印刷するネイルプリント装置が提
案されている（例えば、特許文献１、特許文献２参照）。こうしたネイルプリント装置を
用いれば、ネイルサロン等の店舗に行かなくても、ユーザーが自宅等で手軽にネイルプリ
ントを楽しむことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－１９４８３８号公報
【特許文献２】特開２００２－１６５６３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ネイルプリント装置を使用して、人差し指、中指、薬指及び小指といった複数の指の爪
に印刷する場合には、これらの指を載置台上に載置し、ネイルプリント装置の印刷ヘッド
によってこれらの指の爪に印刷が施される。このとき、複数の指を載置台上に載せただけ
の場合には、手が不安定な状態にあるため指が動いてしまい、印刷画像がずれたり、乱れ
たりする虞がある。そこで、ユーザーは指をしっかりと静止させていなければならない。
【０００５】
　しかし、全ての指の爪に印刷が施されるまで、人差し指、中指、薬指及び小指等、印刷
予定の全ての指を長時間静止させていることはユーザーにとって苦痛である。
　そこで、印刷ヘッドが複数の指の爪に並行して印刷するのではなく、印刷ヘッドが複数
の指の爪に順次印刷を施すようなネイルプリント装置が開発されている。このようなネイ
ルプリント装置を用いれば、ユーザーは印刷中の爪の指を静止させつつ、印刷中でない爪
の指を少しは動かすことができるので、リラックスした状態で印刷を行うことができる。
【０００６】
　しかしながら、印刷の際には、印刷ヘッドが指の上に位置するために、ユーザーはどの
指が印刷されていて、どの指が印刷されていないかを視認することができない。
　このため、結局全ての指を動かすことができなかったり、印刷の進捗状況が分からずに
苛立ちを覚える可能性もある。
【０００７】
　そこで、本発明が解決しようとする課題は、印刷中の爪の指と印刷中でない爪の指をユ
ーザーに知らしめるようにすることができるネイルプリント装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以上の課題を解決するために、本発明に係るネイルプリント装置は、
　指の爪に印刷する印刷ヘッドと、
　爪を有する複数の指の各々に対応する、前記爪を含む複数の指画像を表示する表示部と
、
　前記表示部に表示する前記複数の指画像の各々が前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の
指に対応するものか、印刷中でない爪の指に対応するものか、を識別して前記複数の指画
像の表示状態を制御する表示制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する前記指画像の前
記表示部における表示サイズを、前記印刷中でない爪の指に対応する前記指画像の前記表
示部における表示サイズより大きくすることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明によれば、印刷中の爪の指と印刷中でない爪の指をユーザーに知らしめることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係るネイルプリント装置の一実施形態を概念的に示した斜視図で、蓋体
を開いた状態を示している。
【図２】図１のネイルプリント装置の装置本体を概念的に示した斜視図である。
【図３】図１のネイルプリント装置の印刷指固定部を示した断面図で、印刷指としての人
差し指、中指、薬指及び小指を印刷指挿入部に挿入した際の固定態様を示している。
【図４】図１のネイルプリント装置の正面側の断面図である。
【図５】図１のネイルプリント装置の側断面図である。
【図６】印刷指としての人差し指、中指、薬指及び小指を印刷指挿入部に挿入した場合、
これらの指を示した平面図である。
【図７】第１の実施形態に係るネイルプリント装置の制御構成を示した要部ブロック図で
ある。
【図８】ネイル印刷制御テーブルの説明図である。
【図９】表示画面の一例を示した図面である。
【図１０】表示画面の一例を示した図面である。
【図１１】表示画面の一例を示した図面である。
【図１２】第１の実施形態におけるネイルプリント装置の制御部が行う処理の流れを示し
たフローチャートである。
【図１３】第１の実施形態におけるネイルプリント装置の制御部が行う処理の流れを示し
たフローチャートである。
【図１４】第２の実施形態に係るネイルプリント装置の制御構成を示した要部ブロック図
である。
【図１５】表示画面の一例を示した図面である。
【図１６】表示画面の一例を示した図面である。
【図１７】第２の実施形態におけるネイルプリント装置の制御部が行う処理の流れを示し
たフローチャートである。
【図１８】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図１９】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図２０】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図２１】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図２２】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図２３】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図２４】表示画面の一変形例を示した図面である。
【図２５】第２の実施形態におけるネイルプリント装置の制御部が行う処理の流れの一変
形例を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　［第１の実施形態］
　図１から図１３を参照しつつ、本発明に係るネイルプリント装置の第１の実施形態につ
いて説明する。なお、以下に述べる実施形態には、本発明を実施するために技術的に好ま
しい種々の限定が付されているが、本発明の範囲を以下の実施形態及び図示例に限定する
ものではない。
【００１２】
　図１は、本実施形態におけるネイルプリント装置の外観を示す斜視図であり、図２は、
ネイルプリント装置の内部構成を示す斜視図である。
【００１３】
　図１に示すように、このネイルプリント装置１は、ケース本体２及び蓋体４を備えてい
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る。このケース本体２及び蓋体４は、ケース本体２の上面後端部に設けたヒンジ３を介し
て、互いに連結されている。
【００１４】
　上記ケース本体２は平面視で長円状に形成されている。このケース本体２の前側には開
閉板２ｃが起倒可能に設けられている。この開閉板２ｃは、ケース本体２の前面下端部に
設けたヒンジ（図示せず）を介して、ケース本体２に連結されている。この開閉板２ｃは
、ケース本体２の前面を開閉するためのものである。
　また、ケース本体２の上面（天板）には後述する操作部１２が設置されており、上面（
天板）のほぼ中央部には表示部１３が設定されている。
　なお、ケース本体２及び蓋体４の形状、構成はここに例示したものに限定されない。
【００１５】
　また、ケース本体２にはネイルプリント装置１の装置本体１０が収容されている。この
装置本体１０は、図２に示すように印刷指固定部２０、撮影部３０、印刷部４０及び制御
装置５０（図６参照）等を備えている。これら印刷指固定部２０、撮影部３０、印刷部４
０及び制御装置５０は機枠１１に設けられている。
　なお、機枠１１は下部機枠１１ａ及び上部機枠１１ｂによって構成されている。そして
、下部機枠１１ａは箱状に形成され、ケース本体２の内部下方に設置され、上部機枠１１
ｂは下部機枠１１ａの上方で且つケース本体２の内部上方に設置されている。
【００１６】
　印刷指固定部２０は、機枠１１の中の下部機枠１１ａに設けられている。この下部機枠
１１ａに設けられた印刷指挿入部２０ａ、非印刷指挿入部２０ｂ及び掴み部２０ｃによっ
て印刷指固定部２０が構成されている。
　ここで、印刷指挿入部２０ａは、印刷しようとする爪Ｔに対応する指（以下「印刷指」
という。）Ｕ１を挿入するめための指挿入部である（図３参照）。印刷指挿入部２０ａの
底面（印刷指載置面）は、印刷指Ｕ１を載置する指載置部として機能する。印刷指Ｕ１の
撮影や印刷は、印刷指Ｕ１がこの指載置部としての印刷指挿入部２０ａの印刷指載置面に
載置された状態で行われる。
　また、非印刷指挿入部２０ｂは、印刷指以外の指（以下「非印刷指」という。）Ｕ２を
挿入するための指挿入部である（図３参照）。
　また、掴み部２０ｃは、印刷指挿入部２０ａに挿入された印刷指Ｕ１と、非印刷指挿入
部２０ｂに挿入された非印刷指Ｕ２とで挟持することが可能な部分である。本実施形態に
おいて、この掴み部２０ｃは印刷指挿入部２０ａと非印刷指挿入部２０ｂとを仕切る隔壁
２１によって構成されている。
【００１７】
　この隔壁２１の上面は平坦な印刷指載置面を構成している。この隔壁２１の指挿入側端
部には膨出部２２が形成されている。この膨出部２２は、印刷指挿入部２０ａ及び非印刷
指挿入部２０ｂに印刷指Ｕ１及び非印刷指Ｕ２を深く挿入した際に、印刷指Ｕ１及び非印
刷指Ｕ２の付け根Ｕ３が当接する部分に形成されている。膨出部２２は、印刷指Ｕ１の腹
全体が印刷指載置面に当接した状態で、印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで隔壁２１（掴み部
２０ｃ）を強く挟持することができるように、指挿入方向の断面が、隔壁２１の下面から
下方に向けて膨出するように円形となっている。なお、膨出部２２の形状は、断面円形に
限定されることなく、断面楕円形，多角形等の非円形であってもよい。
【００１８】
　例えば、親指以外の４本の指（人差し指、中指、薬指及び小指）が印刷指Ｕ１となる場
合には、図３に示すように、ユーザーは印刷指挿入部２０ａに４本の印刷指Ｕ１を挿入し
、非印刷指挿入部２０ｂに非印刷指Ｕ２である親指を挿入する。この場合、ユーザーが印
刷指挿入部２０ａに挿入された印刷指Ｕ１と、非印刷指挿入部２０ｂに挿入された非印刷
指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持することにより、印刷指Ｕ１が掴み部２０ｃの上で固定さ
れる。
　また、親指のみが印刷指Ｕ１となる場合には、親指（印刷指Ｕ１）を印刷指挿入部２０
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ａに挿入さし、親指以外の４本の指（非印刷指Ｕ２）を非印刷指挿入部２０ｂに挿入する
。この場合にも、ユーザーが印刷指Ｕ１と非印刷指Ｕ２とで掴み部２０ｃを挟持すること
で印刷指Ｕ１が固定される。
【００１９】
　また、図４は、本実施形態に係るネイルプリント装置１の正面側の断面図であり、図５
は、ネイルプリント装置１の側断面図である。
　図４及び図５に示すように、撮影部３０は、機枠１１の中の上部機枠１１ｂに設けられ
ている。
　すなわち、上部機枠１１ｂに設置された基板３１の中央部下面には、ドライバーを内蔵
した２００万画素程度以上の画素を有する電子カメラ３２が設置されている。また、基板
３１には、電子カメラ３２を囲むように白色ＬＥＤ等の照明灯３３が設置されている。撮
影部３０は、この電子カメラ３２及び照明灯３３を備えて構成されている。
　この撮影部３０は、指載置部である印刷指挿入部２０ａに載置された印刷指Ｕ１を照明
灯３３によって照明し、電子カメラ３２によってその印刷指Ｕ１を撮影して、当該印刷指
Ｕ１に対応する爪Ｔの爪領域画像を含む指画像を取得する指爪画像取得部であり、この撮
影部３０は、後述する制御装置５０に接続され、該制御装置５０によって制御されるよう
になっている。
【００２０】
　また、印刷部４０は、印刷指Ｕ１の爪Ｔ（図３等参照）に色や模様等の印刷を施すもの
である。本実施形態では、印刷部４０は、主として上部機枠１１ｂに設けられている。す
なわち、図４及び図５に示すように、上部機枠１１ｂの両側板には、２本のガイドロッド
４１が平行に架設されている。このガイドロッド４１には、主キャリッジ４２が摺動自在
に設置されている。また、図５に示すように、主キャリッジ４２の前壁４２ａ及び後壁４
２ｂには２本のガイドロッド４４が平行に架設されている。このガイドロッド４４には、
副キャリッジ４５が摺動自在に設置されている。この副キャリッジ４５の下面中央部には
、印刷ヘッド４６が搭載されている。
　本実施形態において、この印刷ヘッド４６は、インクを微滴化し、被印字媒体に対し直
接に吹き付けて印刷を行うインクジェット方式の印刷ヘッドである。なお、印刷ヘッド４
６の記録方式はインクジェット方式に限定されない。
【００２１】
　主キャリッジ４２は動力伝達部（図示せず）を介してモーター４３に連結され、モータ
ー４３の正逆回転によって、ガイドロッド４１に沿って左右方向に移動するように構成さ
れている。また、副キャリッジ４５は動力伝達部（図示せず）を介してモーター４７に連
結され、モーター４７の正逆回転によって、ガイドロッド４４に沿って前後方向に移動す
るように構成されている。ガイドロッド４１に沿った前後方向がＸ方向であり、ガイドロ
ッド４４に沿った左右方向をＹ方向である。
　図６に示すように、印刷ヘッド４６の位置及び各印刷指Ｕ１の爪Ｔ（爪Ｔａ，Ｔｂ，Ｔ
ｃ，Ｔｄ）の基準位置（Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘｂ，Ｙｂ）、（Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ
）は、所定の原点位置（Ｘｏ，Ｙｏ）を基準としたＸＹ直交座標で表される。各印刷指Ｕ
１の爪Ｔ（爪Ｔａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄ）の基準位置（Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘｂ，Ｙｂ）、（
Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ）は、爪Ｔの前端のＹ座標と、爪Ｔの左端のＸ座標とによっ
て定められたものである。
　また、下部機枠１１ａには、印刷ヘッド４６にインクを供給するためのインクカートリ
ッジ４８が設けられている。インクカートリッジ４８は、図示しないインク供給管を介し
て印刷ヘッド４６と接続されており、適宜印刷ヘッド４６にインクを供給するようになっ
ている。なお、印刷ヘッド４６自体にインクカートリッジを搭載する構成としてもよい。
【００２２】
　印刷部４０は、これらガイドロッド４１、主キャリッジ４２、モーター４３、ガイドロ
ッド４４、副キャリッジ４５、印刷ヘッド４６、モーター４７及びインクカートリッジ４
８等を備えて構成されている。
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【００２３】
　操作部１２は、ユーザーが各種入力を行うための入力装置である。操作部１２は、ユー
ザーにより操作されると、その操作に伴う操作信号を出力する。本実施形態では、操作部
１２には、例えば、図１に示すように、ネイルプリント装置１の電源をＯＮする電源ボタ
ン１２０、ネイルデザイン画像を指定する設定ボタン１２１、印刷を開始させるスイッチ
である印刷ボタン１２３等が設けられている。
【００２４】
　表示部１３は、例えば液晶パネル（液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Crystal Displ
ay））等で構成された表示部である。
　なお、表示部１３の表面に、タッチパネルが一体的に構成されていてもよい。この場合
には、図示しないスタイラスペンや指先等によるタッチ操作により、表示部１３の表面を
タッチすることによっても各種の入力を行うことができるように構成される。
【００２５】
　表示部１３には、例えば、印刷指Ｕ１を撮影した指画像やその中の爪Ｔを表す爪領域画
像、印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷すべきネイルデザイン、デザイン確認用のサムネイル画像、
各種の指示画面等が表示されるようになっている。印刷中における表示部１３の表示内容
については後に詳述する。
【００２６】
　また、制御装置５０は、例えば上部機枠１１ｂに配置された基板３１等に設置されてい
る。図７は、本実施形態における制御構成を示す要部ブロック図である。
　図７に示すように、制御装置５０は、中央制御部５１、プログラムメモリ５２、メモリ
５７、印刷ドライバー６０、照明回路６４、ディスプレイドライバー６５及びバスライン
６６等を備える。印刷ドライバー６０は、モータードライバー６１、モータードライバー
６２及びヘッドドライバー６３等を備える。
【００２７】
　中央制御部５１、プログラムメモリ５２、メモリ５７、モータードライバー６１、モー
タードライバー６２、ヘッドドライバー６３、照明回路６４、電子カメラ３２、ディスプ
レイドライバー６５及び操作部１２はバスライン６６に接続されている。バスライン６６
は、中央制御部５１、プログラムメモリ５２、メモリ５７、モータードライバー６１、モ
ータードライバー６２、ヘッドドライバー６３、照明回路６４、電子カメラ３２、ディス
プレイドライバー６５及び操作部１２の間でデータや信号を転送するものである。
【００２８】
　モータードライバー６１は、中央制御部５１の指令に従ってモーター４３を駆動する。
モータードライバー６２は、中央制御部５１の指令に従ってモーター４７を駆動する。ヘ
ッドドライバー６３は、中央制御部５１の指令に従って印刷ヘッド４６を駆動する。照明
回路６４は、中央制御部５１の指令に従って照明灯３３の点灯、消灯及び調光を行う。デ
ィスプレイドライバー６５は、中央制御部５１の指令に従って表示部１３を駆動する。
【００２９】
　プログラムメモリ５２には、ネイルプリント装置１の機能に係るプログラム５３及びデ
ータ等が格納されている。このプログラム５３は、中央制御部５１にとって読み取り可能
なプログラムである。
　また、プログラムメモリ５２には、基準アドレステーブル５４が格納されている。基準
アドレステーブル５４は、原点位置（Ｘｏ，Ｙｏ）のＸ座標とＹ座標を対応付けて格納し
たものである。
　また、プログラムメモリ５２には、複数のネイルデザイン画像５５が格納されている。
ネイルデザイン画像５５は、印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷される画像である。なお、ネイルデ
ザイン画像５５が外部記憶媒体（例えば、半導体メモリ、ハードディスクドライブ）に格
納されていてもよい。その場合、リーダー・ライターがバスライン６６に接続され、外部
記憶媒体がリーダー・ライターに装着されると、外部記憶媒体に格納されたネイルデザイ
ン画像５５がリーダー・ライターによって読み取り可能となる。
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【００３０】
　メモリ５７は、中央制御部５１のワーキングメモリ等として使用される。
　例えば、図８に示すようなネイル印刷制御テーブル５８が中央制御部５１によってメモ
リ５７に記憶される。なお、図８では、図６に示すように複数の印刷指Ｕ１（例えば小指
、薬指、中指及び人差し指の４指）の爪Ｔ（例えば図６における爪Ｔａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔ
ｄ）に印刷を施す場合にメモリ５７に記憶されるネイル印刷制御テーブル５８を例示して
いる。ネイル印刷制御テーブル５８は、識別番号格納領域５８ａ、印刷状況格納領域５８
ｂ、Ｘ座標格納領域５８ｃ、Ｙ座標格納領域５８ｄ及びネイルデザイン画像アドレス格納
領域５８ｅを互いに対応付けて格納したものである。識別番号格納領域５８ａは、印刷指
Ｕ１の爪Ｔ（例えば図６における爪Ｔａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄ）を識別するための番号が格
納される領域である。印刷状況格納領域５８ｂは、印刷指Ｕ１の爪Ｔの印刷状況（「未印
刷」、「印刷中」、「印刷済」）が格納される領域である。Ｘ座標格納領域５８ｃは、印
刷指Ｕ１の爪Ｔの位置のＸ座標が格納される領域である。Ｙ座標格納領域５８ｄは、印刷
指Ｕ１の爪Ｔの位置のＹ座標が格納される領域である。ネイルデザイン画像アドレス格納
領域５８ｅは、印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷するネイルデザイン画像のアドレスが格納される
領域である。なお、印刷状況格納領域５８ｂに格納される印刷指Ｕ１の爪Ｔの印刷状況は
、印刷の進捗状況に応じて、中央制御部５１により適宜書き換えられる。
【００３１】
　図７に示すように、中央制御部５１は、ネイルプリント装置１の各部を制御するＣＰＵ
等を具備する。プログラム５３が中央制御部５１に各種の機能を持たせ、中央制御部５１
がプログラム５３に従って各種処理を行う。具体的には、プログラム５３は、中央制御部
５１を印刷画像選択部５１ａ、撮像制御部５１ｂ、指本数検出部５１ｃ、爪位置検出部５
１ｄ、印刷制御部５１ｅ及び表示制御部５１ｆとして機能させる。
【００３２】
　印刷画像選択部５１ａは、操作部１２から出力された操作信号に従って、プログラムメ
モリ５２に格納された複数のネイルデザイン画像５５の中から、印刷する画像を選択する
。印刷画像選択部５１ａは、選択したネイルデザイン画像５５のアドレスをネイル印刷制
御テーブル５８のネイルデザイン画像アドレス格納領域５８ｅに格納する。
【００３３】
　撮像制御部５１ｂは、電子カメラ３２に撮像を行わせて、電子カメラ３２によって撮像
された画像を取得する。
　指本数検出部５１ｃは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像から、印刷指挿
入部２０ａ内に挿入された印刷指Ｕ１の本数を検出する。具体的には、指本数検出部５１
ｃは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像に対してエッジ検出処理等の画像処
理を行うことによって、撮像画像に含まれる指の像を認識して、指の像の数を数える。
　爪位置検出部５１ｄは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像から、印刷指挿
入部２０ａ内に挿入された印刷指Ｕ１の爪Ｔの基準位置（図６参照）を検出する。具体的
には、爪位置検出部５１ｄは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像に対してエ
ッジ検出処理等の画像処理を行うことによって、撮像画像に含まれる爪の像を認識し、そ
の撮像画像上の爪の像の位置を検出する。そして、爪位置検出部５１ｄは、その爪の像の
位置をＸＹ直交座標における爪Ｔの基準位置に換算する。爪位置検出部５１ｄは、検出し
た爪Ｔの基準位置のＸ座標をネイル印刷制御テーブル５８のＸ座標格納領域５８ｃに格納
し、Ｙ座標をネイル印刷制御テーブル５８のＹ座標格納領域５８ｄに格納する（図８参照
）。
【００３４】
　印刷制御部５１ｅは、印刷ドライバー６０（モータードライバー６１、モータードライ
バー６２及びヘッドドライバー６３）を介して印刷部４０（モーター４３，モーター４７
及び印刷ヘッド４６）を制御し、複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷を順次施すことを印刷部
４０に行わせる。
　表示制御部５１ｆは、ディスプレイドライバー６５を介して表示部１３を制御すること
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によって、各種の画像を表示部１３に表示させる。例えば、表示制御部５１ｆは、複数の
印刷指Ｕ１にそれぞれ対応する複数の指画像のうち、印刷部４０の印刷ヘッド４６によっ
て印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応する指画像と、印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応
する指画像とを識別して、これら指画像を表示部１３に表示させる。
　表示制御部５１ｆによって制御された表示部１３に表示される画像の例を図９～図１１
に示す。
【００３５】
　図９～図１１に示すように、表示部１３に表示される画像には、指本数検出部５１ｃに
よって検出された印刷指Ｕ１の本数と同数の指画像１３１が含まれており、これら指画像
１３１が並んで表示されている。各指画像１３１には、爪画像１３２が含まれている。指
画像１３１は印刷指Ｕ１にそれぞれ対応し、指画像１３１が識別番号にそれぞれ対応付け
られている。
　これらの指画像１３１は、複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔ（例えば図６における爪Ｔａ，Ｔｂ
，Ｔｃ，Ｔｄ）のうち、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１と、印
刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１とが識別できるように表示部
１３に表示されている。より好ましくは、印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１を、既に印刷さ
れた爪Ｔの印刷指Ｕ１と、未印刷の爪Ｔの印刷指Ｕ１とに分類する。すなわち、印刷中の
爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１と、既に印刷された爪Ｔの印刷指Ｕ１に
対応付けられた指画像１３１と、未だ印刷されていない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられ
た指画像１３１とが識別できるように、これらの指画像１３１が表示されている。このよ
うに、本実施形態のネイルプリント装置１は、指の爪Ｔに印刷をされている人が、印刷部
４０の印刷ヘッド４６によって印刷中の爪Ｔの指か、印刷中でない爪Ｔの指かを識別可能
に表示を行う表示部１３を備えている。
【００３６】
　印刷中の爪Ｔの指か、印刷中でない爪Ｔの指かを識別可能に表示部１３に表示させる手
法としては、例えば、指画像１３１の爪画像１３２にマークを付することで印刷中か否か
を区別する。
　すなわち、例えば、図９に示す例では、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指
画像１３１の爪画像１３２にはマーク１３３が付され、既に印刷された爪Ｔの印刷指Ｕ１
に対応付けられた指画像１３１の爪画像１３２にはマーク１３４が付され、未だ印刷され
ていない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１の爪画像１３２にはマーク１３
５が付されている。マーク１３３～１３５の色等は互いに異なっており、具体的には、マ
ーク１３３は赤色であり、マーク１３４は青色であり、マーク１３５は灰色の点線マーク
である。マーク１３３は印刷中であることを表し、マーク１３４は印刷済みであることを
表し、マーク１３５が未印刷であることを表す。ここで挙げたマーク１３３～１３５の色
や形状等は一例であり、マーク１３３～１３５が識別可能な表示態様であれば図示例に限
定されない。しかし、印刷した画像とマークの色が類似した色だと視認しにくいので、色
相環（カラーサークル）で正反対に位置する関係の色の組合せである補色を用いてもよい
。例えば、赤の場合は緑、橙の場合は青、黄の場合は紫等である。或いは、赤と白、青と
白等の点滅表示により、視認性を向上させてもよい。また、マーク１３３～１３５は、そ
れぞれ実線の二重丸、実線の丸印、破線の丸印等、線だけで構成され、線種や線の色、線
の数等によって印刷中の爪Ｔの指か、印刷中でない爪Ｔの指かを識別可能なものであって
もよい（例えば、図２１参照）。
　なお、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１が動いたりずれたりしないようにするためには、現に
印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１がどの印刷指Ｕ１であるかをユーザーに知らしめることが最も
重要である。このため、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１の爪画
像１３２にマーク１３３が付され、他の指画像１３１の爪画像１３２には何らマークが付
されないような表示態様としてもよい。更に、マーク１３３～１３５が付される領域は、
爪に限らない。例えば、指等の爪以外の領域であっても、どの指の爪が印刷中で、どの指
の爪が印刷中でないかが分かる領域であればよい。
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【００３７】
　また、印刷中の爪Ｔの指か、印刷中でない爪Ｔの指かを識別可能に表示部１３に表示さ
せる手法は、マーク１３３～１３５による区別に限定されない。
　例えば、図１０に示す例では、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３
１には「印刷中」という語１３６が付され、既に印刷された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付け
られた指画像１３１には「印刷済」という語１３７が付され、未だ印刷されていない爪Ｔ
の印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１には「未印刷」という語１３８が付されてい
る。語１３６は印刷中であることを意味し、語１３７は印刷済みであることを意味し、語
１３８が未印刷であることを意味する。なお、図１０では、これら語１３６～１３８に加
えて、図９と同様のマーク１３３～１３５が付されている例を示しているが、この場合、
マーク１３３～１３５が付されていなくてもよい。なお、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対
応付けられた指画像１３１の爪画像１３２に語１３６が付され、他の指画像１３１の爪画
像１３２には語が付されないような表示態様としてもよい。
【００３８】
　また、例えば、図１１に示すように、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画
像１３１には矢印１３９を付し、他の指画像１３１には矢印１３９を付さない表示態様と
してもよい。この場合には、矢印１３９は当該矢印１３９が指し示す指画像１３１に対応
する印刷指Ｕ１の爪Ｔが印刷中であることを表す。なお、図１１では、矢印１３９に加え
て、図１０と同様のマーク１３３～１３５及び語１３６～１３８が付されている例を示し
ているが、この場合、マーク１３３～１３５若しくは語１３６～１３８又はこれらの両方
が付されていなくてもよい。
【００３９】
　その他、図示は省略するが、例えば、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画
像１３１が点滅表示され、印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１
が常時表示されてもよい。また、点滅表示と常時表示の関係が逆であってもよい。
【００４０】
　また、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１が半透明表示されても
よい。或いは、印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた他の指画像１３１が半透
明表示されてもよい。半透明表示とは、指画像１３１の各画素値が、不透明表示における
指画像１３１の各画素値と背景の画素値との平均値となるような表示をいう。
【００４１】
　さらに、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１の色彩が、印刷中で
ない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１の色彩と異なるものとしてもよい。
【００４２】
　また、爪Ｔに対応する爪画像１３２に、印刷される印刷画像（ネイルデザイン画像）を
合成し、例えば印刷済みの爪Ｔに対応する爪画像１３２には、不透明の印刷画像を重畳し
て表示させ、印刷中の爪Ｔに対応する爪画像１３２には、印刷画像のうち既に印刷の終わ
った部分を不透明に、これから印刷される部分を半透明に重畳して表示させ、未印刷の爪
Ｔに対応する爪画像１３２には、半透明の印刷画像を重畳して表示させるようにしてもよ
い。なお、印刷中の爪Ｔに対応する爪画像１３２に重畳される印刷画像は、当該爪Ｔへの
印刷の進捗状況を反映して次第に半透明の部分が減少し不透明の部分が増加するというよ
うに適宜変化するようにしてもよい。
　また、印刷済みの爪Ｔに対応する爪画像１３２にのみ印刷される印刷画像（ネイルデザ
イン画像）を合成して重畳表示させ、印刷中の爪Ｔに対応する爪画像１３２や未印刷の爪
Ｔに対応する爪画像１３２には印刷画像を表示させないようにしてもよい。
【００４３】
　続いて、図１２及び図１３を参照しつつ、プログラム５３に従った中央制御部５１の処
理の流れを説明するとともに、中央制御部５１の処理に基づくネイルプリント装置１の動
作について説明する。
【００４４】
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　このネイルプリント装置１により印刷を行う場合、ユーザーはまず、電源スイッチを入
れて制御装置５０を起動させ、印刷指Ｕ１に印刷したいネイルデザイン画像を設定ボタン
１２１及び確定ボタン１２２によって選択する（ステップＳ１）。ネイルデザイン画像の
選択は、印刷指Ｕ１毎に行う。
【００４５】
　具体的には、プログラム５３が中央制御部５１を印刷画像選択部５１ａとして機能させ
ることによって、中央制御部５１はプログラムメモリ５２に格納された複数のネイルデザ
イン画像５５をサムネイル画像として表示部１３に表示させる。そして、ユーザーが設定
ボタン１２１を操作することによって表示部１３に表示された複数のサムネイル画像中か
ら選択して、確定ボタン１２２を押下する。そうすると、中央制御部５１は、図７に示す
ようなネイル印刷制御テーブル５８をメモリ５７に生成し、選択されたネイルデザイン画
像５５のアドレスを識別番号に対応付けて、ネイル印刷制御テーブル５８のネイルデザイ
ン画像アドレス格納領域５８ｅに格納する。中央制御部５１がこのような処理を繰り返す
ことで、ネイルデザイン画像が順次選択され、選択されたネイルデザイン画像５５のアド
レスが識別番号に順次対応付けられる。なお、例えば、全ての印刷指Ｕ１の爪Ｔに同じネ
イルデザイン画像を印刷するような場合には、ユーザーによる１回の選択動作によって全
ての印刷指Ｕ１についてネイルデザイン画像が選択されるようにしてもよい。この場合に
は、１つのネイルデザイン画像５５が選択されると、選択されたネイルデザイン画像５５
のアドレスが全ての印刷指Ｕ１の爪Ｔの識別番号に対応付けられる。
【００４６】
　そして、ユーザーが右手又は左手の複数の印刷指Ｕ１（例えば、人差し指、中指、薬指
及び小指）を印刷指挿入部２０ａ内に挿入し、それらの印刷指Ｕ１の爪Ｔを上に向けてそ
れらの印刷指Ｕ１を印刷指載置面（隔壁２１の上面）に置く。
【００４７】
　次に、ユーザーが印刷ボタン１２３を押下すると、その旨の操作信号が印刷ボタン１２
３から中央制御部５１に出力される。そうすると、プログラム５３が中央制御部５１を撮
像制御部５１ｂとして機能させる。撮像制御部５１ｂとして機能した中央制御部５１は、
照明灯３３を点灯させ、電子カメラ３２に撮像動作を行わせる（ステップＳ２）。電子カ
メラ３２が撮像動作を行うと、指や爪の像を含む撮像画像が電子カメラ３２によって出力
され、中央制御部５１がその撮像画像を取得する。
【００４８】
　次に、プログラム５３が中央制御部５１を指本数検出部５１ｃとして機能させ、中央制
御部５１は撮像画像に基づいて印刷指Ｕ１の本数を検出する。中央制御部５１は、検出し
た印刷指Ｕ１の本数をメモリ５７に格納する。
　また、プログラム５３が中央制御部５１を爪位置検出部５１ｄとして機能させる。図６
に示すように、爪位置検出部５１ｄとして機能した中央制御部５１は、撮像画像に基づい
て、各印刷指Ｕ１の爪Ｔ（爪Ｔａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄ）の基準位置（Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘ
ｂ，Ｙｂ）、（Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ）を検出する。そして、中央制御部５１が、
検出した基準位置（Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘｂ，Ｙｂ）、（Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ）の
Ｘ座標を識別番号にそれぞれ対応付けてＸ座標格納領域５８ｃに格納するとともに、Ｙ座
標を識別番号にそれぞれ対応付けてＹ座標格納領域５８ｄに格納する（ステップＳ３）。
【００４９】
　次に、中央制御部５１は、全ての識別番号に対応付けられた印刷状況を「未印刷」にセ
ットする（ステップＳ４）。具体的には、中央制御部５１は、「未印刷」の印刷状況を全
ての識別番号に対応付けて、印刷状況格納領域５８ｂに格納する。
【００５０】
　次に、中央制御部５１は、複数の印刷指Ｕ１の中から１つを選択し、その印刷指Ｕ１の
爪Ｔに印刷することを決定する（ステップＳ５）。具体的には、中央制御部５１は、ネイ
ル印刷制御テーブル５８の中から何れかの識別番号を選択する。
【００５１】
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　次に、中央制御部５１は、印刷することに決定された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられ
た印刷状況を「印刷中」にセットする（ステップＳ６）。具体的には、中央制御部５１は
、ステップＳ５で選択した識別番号に対応付けられた印刷状況を「未印刷」から「印刷中
」に変更して、「印刷中」の印刷状況を印刷状況格納領域５８ｂに格納する。
【００５２】
　次に、プログラム５３が中央制御部５１を表示制御部５１ｆとして機能させ、中央制御
部５１は識別表示処理を行う（ステップＳ７）。中央制御部５１が識別表示処理を行うこ
とによって、図９、図１０又は図１１に示すような画像が表示部１３に表示される。なお
、中央制御部５１が識別表示処理を行うことによって表示される画像は、後述の印刷処理
（ステップＳ８）においても継続して表示される。
【００５３】
　識別表示処理について図１３を参照して説明する。
　まず、中央制御部５１は、ディスプレイドライバー６５を介して、ステップＳ３におい
て検出された印刷指Ｕ１の本数と同数の指画像１３１を表示部１３に表示させる（ステッ
プＳ３１）。
　次に、中央制御部５１は、ネイル印刷制御テーブル５８の中から何れかの識別番号を選
択する（ステップＳ３２）。
　次に、中央制御部５１は、ステップＳ３２で選択した識別番号に対応付けられた印刷状
況が「印刷中」、「印刷済」、「未印刷」の何れかであるかを判定する（ステップＳ３３
、ステップＳ３４）。
【００５４】
　ステップＳ３２で選択した識別番号に対応付けられた印刷状況が「印刷中」であると中
央制御部５１が判定した場合には（ステップＳ３３：ＹＥＳ）、中央制御部５１が、その
識別番号に対応付けられた指画像１３１の表示態様を、印刷中を表す態様にする（ステッ
プＳ３５）。例えば、中央制御部５１は、印刷中を表すマーク１３３、語１３６、矢印１
３９のうち少なくとも１つを、選択した識別番号に対応付けられた指画像１３１に付して
、表示部１３に表示させる。なお、選択した識別番号に対応付けられた指画像１３１を点
滅表示、常時表示、半透明表示又は不透明表示にしてもよい。また、指画像１３１に含ま
れる爪画像１３２に、印刷されるネイルデザイン画像である印刷画像を合成し、この印刷
画像のうち印刷済みの部分を不透明表示させ未印刷部分を半透明表示させることで印刷状
況が「印刷中」であることを表すようにしてもよい。
【００５５】
　ステップＳ３２選択した識別番号に対応付けられた印刷状況が「印刷済」であると中央
制御部５１が判定した場合には（ステップＳ３３：ＮＯ、ステップＳ３４：ＹＥＳ）、中
央制御部５１が、その識別番号に対応付けられた指画像１３１の表示態様を、印刷済みを
表す態様にする（ステップＳ３６）。例えば、中央制御部５１は、印刷済みを表すマーク
１３４と語１３７のうちの少なくとも一方を、選択した識別番号に対応付けられた指画像
１３１に付して、表示部１３に表示させる。なお、選択した識別番号に対応付けられた指
画像１３１を点滅表示（ステップＳ３５において常時表示の場合）、常時表示（ステップ
Ｓ３５において点滅表示の場合）、半透明表示（ステップＳ３５において不透明表示の場
合）又は不透明表示（ステップＳ３５において半透明表示の場合）にしてもよい。また、
指画像１３１に含まれる爪画像１３２に、印刷されるネイルデザイン画像である印刷画像
を合成し、この印刷画像を不透明表示させることで印刷状況が「印刷済」であることを表
すようにしてもよい。
【００５６】
　ステップＳ３２で選択した識別番号に対応付けられた印刷状況が「未印刷」であると中
央制御部５１が判定した場合には（ステップＳ３３：ＮＯ、ステップＳ３４：ＮＯ）、中
央制御部５１が、その識別番号に対応付けられた指画像１３１の表示態様を、未印刷を表
す態様にする（ステップＳ３７）。例えば、中央制御部５１は、未印刷を表すマーク１３
５と語１３８のうちの少なくとも一方を、選択した識別番号に対応付けられた指画像１３



(13) JP 5853885 B2 2016.2.9

10

20

30

40

50

１に付して、表示部１３に表示させる。なお、選択した識別番号に対応付けられた指画像
１３１を点滅表示（ステップＳ３５において常時表示の場合）、常時表示（ステップＳ３
５において点滅表示の場合）、半透明表示（ステップＳ３５において不透明表示の場合）
又は不透明表示（ステップＳ３５において半透明表示の場合）にしてもよい。また、指画
像１３１に含まれる爪画像１３２に、印刷されるネイルデザイン画像である印刷画像を合
成し、この印刷画像を半透明表示させることで印刷状況が「未印刷」であることを表すよ
うにしてもよい。
【００５７】
　中央制御部５１は、以上のような選択処理（ステップＳ３２）、判定処理（ステップＳ
３３，Ｓ３４）及び表示制御処理（ステップＳ３５，Ｓ３６，Ｓ３７）を繰り返し行う（
ステップＳ３８：ＮＯ）。すなわち、中央制御部５１は、ネイル印刷制御テーブル５８の
中から識別番号を順次選択するとともに、選択した識別番号に対応付けられた印刷状況の
判定を行い、選択した識別番号に対応付けられた指画像１３１の表示態様を判定結果に従
った態様にする。そして、全ての識別番号について選択処理（ステップＳ３２）、判定処
理（ステップＳ３３，Ｓ３４）及び表示制御処理（ステップＳ３５，Ｓ３６，Ｓ３７）が
終了したら（ステップＳ３８：ＹＥＳ）、中央制御部５１は図１３に示す識別表示処理を
終了する。
【００５８】
　図１２に示すように、識別表示処理後、プログラム５３が中央制御部５１を印刷制御部
５１ｅとして機能させ、中央制御部５１が印刷ドライバー６０介して印刷部４０を制御す
ることによって、印刷部４０に印刷動作を行わせる（印刷制御処理、ステップＳ８）。こ
れにより、印刷することに決定された爪Ｔに対する印刷が印刷部４０の印刷ヘッド４６に
よって施される。
【００５９】
　具体的には、中央制御部５１は、ステップＳ５で選択した識別番号に対応付けられたＸ
座標及びＹ座標に基づいて、モータードライバー６１，６２を介してモーター４３，４７
を制御する。これにより、印刷ヘッド４６が、印刷することに決定された爪Ｔの上におい
てＸ方向及びＹ方向に移動する。また、印刷ヘッド４６が移動している時に、中央制御部
５１は、ステップＳ５で選択した識別番号に対応付けられたネイルデザイン画像アドレス
に従ってネイルデザイン画像５５を読み出すとともに、そのネイルデザイン画像５５に基
づいてヘッドドライバー６３を介して印刷ヘッド４６を制御する。これにより、印刷ヘッ
ド４６が、印刷することに決定された爪Ｔに向けてインクを繰り返し吐出する。そのため
、印刷することに決定された爪Ｔには、ネイルデザイン画像５５に従った画像が形成され
る。
【００６０】
　印刷することに決定された爪Ｔに対する印刷が終了したら（ステップＳ９：ＹＥＳ）、
中央制御部５１は、印刷することに決定された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた印刷状
況を「印刷済」にセットする（ステップＳ１０）。具体的には、中央制御部５１は、ステ
ップＳ５で選択した識別番号に対応付けられた印刷状況を「印刷中」から「印刷済」に変
更して、「印刷済」の印刷状況を印刷状況格納領域５８ｂに格納する。
【００６１】
　次に、中央制御部５１は、識別表示処理を行う（ステップＳ１１）。ステップＳ１１に
おける識別表示処理とステップＳ７における識別表示処理は同じである。中央制御部５１
が識別表示処理を行うことによって、印刷中であると識別表示されていた指画像１３１が
、印刷済であると識別表示される。
【００６２】
　中央制御部５１は、印刷指挿入部２０ａに挿入された複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔの全てに
ついて印刷が終了したか否かを判断し（ステップＳ１２）、全てについて印刷が終了した
と判断されない間（ステップＳ１２：ＮＯ）、以上のようなステップＳ５～ステップＳ１
１の処理を繰り返し行う。これにより、印刷指挿入部２０ａに挿入された複数の印刷指Ｕ
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１の爪Ｔが印刷部４０によって順次印刷されるとともに、印刷中の爪Ｔ（ステップＳ５で
選択された識別番号）に対応付けられた指画像１３１が他の指画像１３１と識別表示され
る。そして、全ての識別番号についてステップＳ５～ステップＳ１１の処理が終了したら
（ステップＳ１２：ＹＥＳ）、中央制御部５１は図１２に示す処理を終了する。
【００６３】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、印刷中の爪Ｔに対
応する指画像１３１が、印刷中でない爪Ｔに対応する指画像１３１と識別されて表示され
る。そのため、ユーザーは、印刷指挿入部２０ａに挿入した複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔのう
ちどれが印刷されていて、どれが印刷されていないかを認識することができる。これによ
り、印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１を動かすことができる。印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ
１を静止し続けなくても済むため、ユーザーにとって快適である。
　具体的には、例えば、表示制御部５１ｆの制御により、印刷ヘッド４６によって印刷中
の爪Ｔの指に対応する指画像１３１にマーク１３３を付して表示部１３に表示させたり、
さらには印刷中でない爪Ｔの指に対応する指画像１３１に対して印刷中の爪Ｔの指に対応
する指画像１３１に付したマーク１３３とは異なる表示態様のマーク１３４，１３５を付
して表示部１３に表示させたりした場合には、印刷指挿入部２０ａに挿入した複数の印刷
指Ｕ１の爪Ｔのうちどれが印刷されていて、どれが印刷されていないかをユーザが直感的
に認識することができる。
　また、表示制御部５１ｆの制御により、印刷ヘッド４６によって印刷中の爪Ｔの指に対
応する指画像１３１に「印刷中」等の語１３６を付して表示部１３に表示させたり、さら
には印刷中でない爪Ｔの指に対応する指画像１３１に対して印刷中の爪Ｔの指に対応する
指画像１３１に付した語１３６とは異なる内容の語１３７，１３８（例えば「印刷済」「
未印刷」）を付して表示部１３に表示させたりした場合には、印刷指挿入部２０ａに挿入
した複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔのうちどれが印刷されていて、どれが印刷されていないかを
ユーザが確実に認識することができる。
　また、表示制御部５１ｆの制御により、印刷ヘッド４６によって印刷中の爪Ｔの指に対
応する指画像１３１に矢印を付して表示部１３に表示させた場合には、現在印刷中の爪Ｔ
の指をユーザーが視覚的に確実に認識することができる。
　また、表示制御部５１ｆの制御により、印刷ヘッド４６によって印刷中の爪Ｔの指に対
応する指画像１３１及び印刷中でない爪Ｔの指に対応する指画像１３１のいずれか一方を
表示部１３に点滅表示させ、いずれか他方を常時表示させた場合には、現在印刷中の爪Ｔ
の指をユーザーが視覚的に確実に認識することができる。
　また、表示制御部５１ｆの制御により、印刷ヘッド４６によって印刷中の爪Ｔの指に対
応する指画像１３１及び印刷中でない爪Ｔの指に対応する指画像１３１のいずれか一方を
表示部１３に半透明表示させ、いずれか他方を不透明表示させた場合には、現在印刷中の
爪Ｔの指をユーザーが視覚的に確実に認識することができる。
　また、本実施形態では、印刷中でない爪Ｔの指に対応する指画像１３１のうち、印刷済
みの爪Ｔの指に対応する指画像１３１と、未印刷の爪Ｔの指に対応する指画像１３１とを
区別して、これらの指画像１３１を識別可能に表示部１３に表示させる。これにより、印
刷中であるか否かだけでなく、未印刷の爪Ｔがいくつ残っているかをユーザーが認識する
ことができ、全てのネイルプリントが終了するまでの時間が予想できるため、苛立つこと
なく安心・快適にネイルデザイン加工を楽しむことができる。
【００６４】
　［第２の実施形態］
　次に、図１４から図１７を参照しつつ、本発明に係るネイルプリント装置の第２の実施
形態について説明する。なお、本実施形態は、ネイルプリント装置の制御構成のみが第１
の実施形態と異なるものであるため、以下においては、特に第１の実施形態と異なる点に
ついて説明する。
【００６５】
　図１４は、本実施形態に係るネイルプリント装置の制御構成を示した要部ブロック図で
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ある。
　図１４に示すように、本実施形態におけるネイルプリント装置のプログラムメモリ５２
には、第１の実施形態と同様、ネイルプリント装置１の機能に係るプログラム５３及びデ
ータ、基準アドレステーブル５４等が格納されている他、以下のデータが記憶されている
。
　すなわち、本実施形態においてプログラムメモリ５２には、複数の印刷用ネイルデザイ
ン画像５６ａが格納されている。印刷用ネイルデザイン画像５６ａは、印刷指Ｕ１の爪Ｔ
に印刷される画像である。
　また、プログラムメモリ５２には、複数の表示用ネイルデザイン画像５６ｂが格納され
ている。表示用ネイルデザイン画像５６ｂは、印刷中に表示部１３に表示される画像であ
って、表示部１３に表示されるのに適した解像度・画素数のものである。これら印刷用ネ
イルデザイン画像５６ａと表示用ネイルデザイン画像５６ｂとは一対一で対応付けられて
おり、両者のアドレスには相関が取られている。印刷用ネイルデザイン画像５６ａとそれ
に対応付けられた表示用ネイルデザイン画像５６ｂは、解像度及び画素数が異なる同じ画
像である。
　なお、印刷用ネイルデザイン画像５６ａや表示用ネイルデザイン画像５６ｂが外部記憶
媒体（例えば、半導体メモリ、ハードディスクドライブ）に格納されていてもよい。その
場合、リーダー・ライターがバスライン６６に接続され、外部記憶媒体がリーダー・ライ
ターに装着されると、外部記憶媒体に格納された印刷用ネイルデザイン画像５６ａ及び表
示用ネイルデザイン画像５６ｂがリーダー・ライターによって読み取り可能となる。
【００６６】
　また、本実施形態のネイルプリント装置の中央制御部５１は、プログラム５３との協働
により、第１の実施形態で示した各種の機能を有する他、爪領域検出部５１ｇ、表示画像
選択部５１ｈ、印刷画像データ生成部５１ｉ、表示画像データ生成部５１ｊ、進捗状況検
出部５１ｋとして機能する。
【００６７】
　爪領域検出部５１ｇは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像から、印刷指挿
入部２０ａ内に挿入された印刷指Ｕ１の爪Ｔの大きさ及び範囲を検出する。具体的には、
爪領域検出部５１ｇは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像に対してエッジ検
出処理等の画像処理を行うことによって、撮像画像に含まれる爪領域及びそのエッジを認
識し、その爪領域のエッジ上の各点の位置を検出する。そして、爪領域検出部５１ｇは、
撮像画像の座標系で表されたエッジの各点の位置（座標）を、ＸＹ直交座標系で表された
爪Ｔの輪郭線上の各点の位置（座標）に換算する。
【００６８】
　表示画像選択部５１ｈは、プログラムメモリ５２に格納された複数の表示用ネイルデザ
イン画像５６ｂの中から、印刷画像選択部５１ａによって選択された印刷用ネイルデザイ
ン画像５６ａに対応付けられた表示用ネイルデザイン画像５６ｂを選択する。
【００６９】
　印刷画像データ生成部５１ｉは、印刷画像選択部５１ａによって選択された印刷用ネイ
ルデザイン画像５６ａから印刷画像データを生成する。すなわち、印刷画像データ生成部
５１ｉは、印刷画像選択部５１ａによって選択された印刷用ネイルデザイン画像５６ａの
座標変換を行うことによって、印刷用ネイルデザイン画像５６ａの各画素の座標をＸＹ直
交座標系の座標に変換する。座標変換後の印刷用ネイルデザイン画像５６ａを印刷画像デ
ータという。印刷画像データは、印刷ヘッド４６によって爪Ｔ上にネイルデザインの印刷
画像を印刷させるための画像データである。
【００７０】
　表示画像データ生成部５１ｊは、表示画像選択部５１ｈによって選択された表示用ネイ
ルデザイン画像５６ｂから表示画像データを生成する。すなわち、表示画像データ生成部
５１ｊは、表示画像選択部５１ｈによって選択された表示用ネイルデザイン画像５６ｂの
座標変換を行うことによって、表示用ネイルデザイン画像５６ｂの各画素の座標を撮像画
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像の座標系の座標に変換する。座標変換後の表示用ネイルデザイン画像５６ｂを表示画像
データという。表示画像データは、印刷画像データ生成部５１ｉによって生成される印刷
画像データに対応するものであり、表示部１３上にこの印刷画像データに対応するネイル
デザインの印刷画像１６０（図１６等参照）を表示させるための画像データである。
　本実施形態では、印刷画像データ生成部５１ｉによって生成された印刷画像データが、
最少の印刷単位又はある程度のまとまりのあるブロック単位で印刷された後、表示画像デ
ータ生成部５１ｊが、当該印刷画像データに相当する表示画像データを生成する。そして
、この表示画像データに基づく印刷画像１６０を爪画像１３２（又は拡大爪画像１７２）
に合成し、両者を重ねて表示部１３に表示させる。これを印刷終了まで繰り返すことによ
り、印刷の進捗に合わせた印刷画像１６０の表示を行うことができる。
【００７１】
　進捗状況検出部５１ｋは、印刷制御部５１ｅの制御によって進行されている印刷の進捗
状況を検出する。
　具体的には、進捗状況検出部５１ｋは、印刷予定の各印刷指Ｕ１について、既に印刷済
であるか、現に印刷中であるか、未だ未印刷の印刷待ちの状態であるかを判別する。
　また、進捗状況検出部５１ｋは、現に印刷中の爪Ｔがある場合には、当該爪Ｔに印刷中
の印刷画像データのうち、既に印刷された領域（以下、「既印刷領域」という。）と未だ
印刷さていない領域（以下、「未印刷領域」という。）とを判別する。
　さらに、進捗状況検出部５１ｋは、表示画像データのうち、上記既印刷領域に相当する
領域（以下、「既印刷相当領域」という。）と、未印刷領域に相当する領域（「未印刷相
当領域」という。）とを判別する。
【００７２】
　また、本実施形態では、表示制御部５１ｆは、ディスプレイドライバー６５を介して表
示部１３を制御することによって、各種の画像を表示部１３に表示させる。
　本実施形態において、表示部１３は、印刷を実施する複数の指（例えば、人差し指、中
指、薬指、小指の４指に印刷を施す場合には、これらの４つの印刷指Ｕ１）の爪Ｔの爪画
像１３２をすべて表示するとともに、爪Ｔに印刷される印刷画像１６０を表示するもので
ある。さらに、表示部１３は、印刷の進捗状況に応じて、印刷を実施するこれら複数の印
刷指Ｕ１の爪Ｔのうち、印刷ヘッド４６によって印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔ（本実施形態
では、当該爪Ｔに対応する爪画像を含む印刷指Ｕ１の指画像）を、印刷中でない印刷指Ｕ
１の爪Ｔ（本実施形態では、当該爪Ｔに対応する爪画像を含む印刷指Ｕ１の指画像）より
も大きく表示させる。すなわち、表示部１３は、印刷ヘッド４６によって印刷中の指の爪
Ｔの、印刷中の指の爪Ｔの実寸サイズに対する表示部１３に表示される印刷中の指の爪Ｔ
の表示サイズの比率を、印刷中でない指の爪Ｔの、印刷中でない指の爪Ｔの実寸サイズに
対する表示部１３に表示される印刷中でない指の爪Ｔの表示サイズの比率より高くして表
示させる。また、表示部１３は、印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷する印刷画像１６０の
うち、既印刷領域と未印刷領域とを識別可能に表示するようになっている。
【００７３】
　図１５及び図１６に、本実施形態における表示制御部５１ｆによって制御された表示部
１３に表示される画面例を示す。
　図１５及び図１６に示すように、本実施形態の表示部１３は、印刷を実施する複数の印
刷指Ｕ１の爪Ｔ（本実施形態では、爪Ｔに対応する爪画像１３２を含む印刷指Ｕ１の指画
像１３１）すべてを表示する全指表示領域１５と、複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔ（本実施形態
では、爪Ｔに対応する爪画像１３２を含む印刷指Ｕ１の指画像１３１）のうち印刷中の印
刷指Ｕ１の爪Ｔを拡大表示（本実施形態では、当該爪Ｔに対応する爪画像の拡大爪画像（
拡大爪領域）１７２を含む印刷指Ｕ１の拡大指画像１７１を表示）して、印刷する印刷画
像１６０のうちの既印刷領域と未印刷領域とを識別可能に表示する進捗表示領域１７とを
備えている。
　なお、全指表示領域１５及び進捗表示領域１７の大きさ、配置等は図示例に限定されな
い。例えば、図１５及び図１６では、全指表示領域１５及び進捗表示領域１７の周囲に余
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白部分が残されているが、全指表示領域１５及び進捗表示領域１７によって表示部１３の
全表示画面が占められるようにしてもよい。
　表示部１３にこのような表示を行わせるため、本実施形態の表示制御部５１ｆは、以下
のような表示を行うように表示部１３を制御する。
【００７４】
　すなわち、表示部１３の全指表示領域１５に表示される画像には、指本数検出部５１ｃ
によって検出された印刷指Ｕ１の本数と同数の指画像１３１が含まれており、これら指画
像１３１が並んで表示されている。各指画像１３１には、爪画像１３２が含まれている。
第１の実施形態と同様に、指画像１３１は印刷指Ｕ１にそれぞれ対応し、指画像１３１が
識別番号（図８参照）にそれぞれ対応付けられている。
　本実施形態では、印刷が開始される前は、図１５に示すように、全指表示領域１５には
、単に印刷が予定されている印刷指Ｕ１及びその爪Ｔに対応する爪画像１３２を含む指画
像１３１が並んで表示されている。また、進捗表示領域１７には何も表示されない。
【００７５】
　そして、印刷が開始されると、全指表示領域１５には、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対
応付けられた指画像１３１と、既に印刷された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像
１３１と、未だ印刷されていない爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１とが識
別できるように、これらの指画像１３１が表示される。
　具体的には、図１６に示すように、全指表示領域１５に表示される爪画像１３２の上に
は、表示画像データに基づき印刷する印刷画像１６０が重畳表示される。このとき、表示
制御部５１ｆは、印刷画像１６０のうち、進捗状況検出部５１ｋによって判別された既印
刷領域に相当する既印刷相当領域と印刷領域に相当する未印刷相当領域とを識別して、既
印刷相当領域を通常通り不透明表示させるとともに、未印刷相当領域を半透明表示させる
。また、表示制御部５１ｆは、印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた指画像１３１
に「印刷中」という語１３６を付し、既に印刷された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられた
指画像１３１に「印刷済」という語１３７を付し、未だ印刷されていない爪Ｔの印刷指Ｕ
１に対応付けられた指画像１３１に「未印刷」という語１３８を付して表示させる。
　また、進捗表示領域１７には、現に印刷中の印刷指Ｕ１に対応する拡大指画像１７１が
表示される。例えば、図１６では全指表示領域１５において左から３本目に表示されてい
る指画像１３１に対応する印刷指Ｕ１について撮像制御部５１ｂによって取得された撮像
画像（指画像）が拡大され、拡大指画像１７１として表示される。表示された拡大指画像
１７１には、拡大爪画像（拡大爪領域）１７２が含まれている。
　表示制御部５１ｆは、撮像制御部５１ｂによって取得された撮像画像の拡大爪画像１７
２のエッジの内側に印刷画像１６０が配置されるように表示画像データを撮像画像に合成
して、印刷画像１６０を拡大爪画像１７２を含む拡大指画像１７１とともに表示部１３の
進捗表示領域１７に表示させる。このとき、図１６に示すように、表示部１３の進捗表示
領域１７には、印刷画像１６０のうち、既印刷相当領域１６１が不透明表示され、未印刷
相当領域１６２が半透明表示される。すなわち、表示制御部５１ｆは、印刷画像１６０の
うち、進捗状況検出部５１ｋによって判別された既印刷領域に相当する既印刷相当領域１
６１と印刷領域に相当する未印刷相当領域１６２とを識別して、既印刷相当領域１６１を
通常の不透明表示、未印刷相当領域１６２を半透明表示させるように表示部１３を制御す
る。なお、ここで半透明表示とは、未印刷相当領域１６２の各画素値が、不透明表示にお
ける未印刷相当領域１６２の各画素値と背景の画素値との平均値となるような表示をいう
。
【００７６】
　なお、その他の構成は、第１の実施形態と同様であることから、同一部材には同一の符
号を付して、その説明を省略する。
【００７７】
　次に、図１７を参照しつつ、本実施形態におけるプログラム５３に従った中央制御部５
１の処理の流れを説明するとともに、中央制御部５１の処理に基づくネイルプリント装置
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の動作について説明する。
【００７８】
　このネイルプリント装置１により印刷を行う場合には、ユーザーはまず、第１の実施形
態と同様に、電源スイッチを入れて制御装置５０を起動させ、印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷し
たいネイルデザイン画像を設定ボタン１２１及び確定ボタン１２２によって選択する（ス
テップＳ５１）。
　そして、ユーザーが印刷指Ｕ１を印刷指挿入部２０ａ内に挿入し、印刷指Ｕ１の爪Ｔを
上に向けて印刷指Ｕ１を印刷指載置面（隔壁２１の上面）に置く。
　次に、ユーザーが印刷ボタン１２３を押下すると、第１の実施形態と同様に、中央制御
部５１が撮像制御部５１ｂとして機能して、照明灯３３を点灯させ、電子カメラ３２に撮
像動作を行わせる（ステップＳ５２）。電子カメラ３２が撮像動作を行うと、指や爪の像
を含む撮像画像が電子カメラ３２によって出力され、中央制御部５１がその撮像画像を取
得する。
【００７９】
　次に、中央制御部５１は、電子カメラ３２によって撮像された撮像画像、すなわち、印
刷指挿入部２０ａ内に挿入されている印刷予定の全印刷指Ｕ１を表示部１３の全指表示領
域１５に表示させる（ステップＳ５３）。
【００８０】
　次に、中央制御部５１は、指本数検出部５１ｃとして機能し、撮像画像に基づいて印刷
指Ｕ１の本数を検出する。中央制御部５１は、検出した印刷指Ｕ１の本数をメモリ５７に
格納する。
　また、第１の実施形態と同様に、中央制御部５１は、爪位置検出部５１ｄとして機能し
、撮像画像に基づいて、各印刷指Ｕ１の爪Ｔ（爪Ｔａ，Ｔｂ，Ｔｃ，Ｔｄ）の基準位置（
Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘｂ，Ｙｂ）、（Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ）を検出する（図６参照
）。そして、中央制御部５１が、検出した基準位置（Ｘａ，Ｙａ）、（Ｘｂ，Ｙｂ）、（
Ｘｃ，Ｙｃ）、（Ｘｄ，Ｙｄ）のＸ座標を識別番号にそれぞれ対応付けてＸ座標格納領域
５８ｃに格納するとともに、Ｙ座標を識別番号にそれぞれ対応付けてＹ座標格納領域５８
ｄに格納する（ステップＳ５４）。
【００８１】
　次に、中央制御部５１は、全ての識別番号に対応付けられた印刷状況を「未印刷」にセ
ットする（ステップＳ５５）。具体的には、中央制御部５１は、「未印刷」の印刷状況を
全ての識別番号に対応付けて、印刷状況格納領域５８ｂに格納する。
【００８２】
　次に、中央制御部５１は、複数の印刷指Ｕ１の中から１つを選択し、その印刷指Ｕ１の
爪Ｔに印刷することを決定する（ステップＳ５６）。具体的には、中央制御部５１は、ネ
イル印刷制御テーブル５８の中から何れかの識別番号を選択する。
【００８３】
　次に、中央制御部５１は、印刷することに決定された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられ
た印刷状況を「印刷中」にセットする（ステップＳ５７）。具体的には、中央制御部５１
は、ステップＳ５で選択した識別番号に対応付けられた印刷状況を「未印刷」から「印刷
中」に変更して、「印刷中」の印刷状況を印刷状況格納領域５８ｂに格納する。
【００８４】
　次に、本実施形態では、プログラム５３が中央制御部５１を爪領域検出部５１ｇとして
機能させ、中央制御部５１は、撮像画像に基づいて、印刷指Ｕ１の爪Ｔの大きさ及び範囲
を検出する（ステップＳ５８）。すなわち、中央制御部５１は、撮像画像に含まれる爪領
域のエッジ上の各点の位置を検出するとともに、エッジ上の各点の位置（座標）を爪Ｔの
輪郭線上の各点の位置（座標）に換算する。
【００８５】
　次に、プログラム５３が中央制御部５１を表示画像データ生成部５１ｊとして機能させ
る。これにより、中央制御部５１は、選択された表示用ネイルデザイン画像５６ｂの各画
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素の座標を撮像画像の座標系の座標に変換して、表示画像データを生成する（ステップＳ
５９）。すなわち、中央制御部５１は、選択された表示用ネイルデザイン画像５６ｂのサ
イズ等を変更するとともに、その表示用ネイルデザイン画像５６ｂを撮像画像中の爪領域
のエッジの内側に配置するように表示用ネイルデザイン画像５６ｂの座標を撮像画像の座
標系の座標に変換する。
【００８６】
　次に、プログラム５３が中央制御部５１を印刷画像データ生成部５１ｉとして機能させ
る。これにより、中央制御部５１は、選択された印刷用ネイルデザイン画像５６ａの各画
素の座標をＸＹ直交座標系の座標に変換して、印刷画像データを生成する（ステップＳ６
０）。すなわち、中央制御部５１は、選択された印刷用ネイルデザイン画像５６ａのサイ
ズ等を変更するとともに、その印刷用ネイルデザイン画像５６ａを爪Ｔの輪郭線（爪Ｔの
輪郭線上の各点の位置はＸＹ直交座標系で表されている。）の内側に配置するように印刷
用ネイルデザイン画像５６ａの座標をＸＹ直交座標系の座標に座標変換する。
【００８７】
　次に、プログラム５３が中央制御部５１を表示制御部５１ｆとして機能させ、中央制御
部５１は識別表示処理を行う（ステップＳ６１）。中央制御部５１が識別表示処理を行う
ことによって、図１６に示すような画像が表示部１３の全指表示領域１５に表示される。
なお、中央制御部５１が識別表示処理を行うことによって全指表示領域１５に表示される
画像は、後述の印刷処理（ステップＳ６２）においても継続して表示される。
　なお、識別表示処理（ステップＳ６１）の具体的な内容は、第１の実施形態において図
１３を参照しつつ説明したものと同様であるため、その説明を省略する。
【００８８】
　次に、プログラム５３が中央制御部５１を印刷制御部５１ｅとして機能させ、中央制御
部５１が印刷ドライバー６０を介して印刷部４０を制御することによって、印刷部４０に
印刷動作を進行させる（印刷制御処理、ステップＳ６２）。これにより、印刷することに
決定された印刷指Ｕ１の爪Ｔに対する印刷画像データに基づく印刷が印刷部４０の印刷ヘ
ッド４６によって施される。
　なお、この印刷制御処理（ステップＳ６２）の具体的な内容は、第１の実施形態におい
て説明したものと同様であるため、その説明を省略する。
【００８９】
　印刷の進行中、プログラム５３が中央制御部５１を進捗状況検出部５１ｋとして機能さ
せ、中央制御部５１が印刷画像データのうち既印刷領域と未印刷領域とを判別する（ステ
ップＳ６３）。また、中央制御部５１は、印刷画像１６０のうち既印刷相当領域１６１と
未印刷相当領域１６２とを判別する。
【００９０】
　そして、プログラム５３が中央制御部５１を表示制御部５１ｆとして機能させ、図１６
に示すように、中央制御部５１が既印刷相当領域１６１と未印刷相当領域１６２とを識別
して、これらの領域を表示部１３の進捗表示領域１７に表示させる（ステップＳ６４）。
この際、中央制御部５１は、既印刷相当領域１６１及び未印刷相当領域１６２を拡大爪画
像１７２のエッジの内側に配置するようにして、既印刷相当領域１６１及び未印刷相当領
域１６２を拡大爪画像１７２を含む拡大指画像１７１に合成して、既印刷相当領域１６１
及び未印刷相当領域１６２を拡大指画像１７１とともに表示部１３の進捗表示領域１７に
表示させる。
【００９１】
　中央制御部５１は、当該印刷指Ｕ１の爪Ｔについて印刷が終了したか否かを常に判断し
（ステップＳ６５）、印刷が終了したと判断されない間（ステップＳ６５：ＮＯ）、以上
のようなステップＳ６２～ステップＳ６４の処理を繰り返し行う。従って、印刷部４０の
印刷ヘッド４６によって印刷が継続されるとともに（ステップＳ６２）、既印刷相当領域
１６１と未印刷相当領域１６２との識別表示が行われる（ステップＳ６４）。ステップＳ
６２～ステップＳ６４の処理が繰り返される度に、中央制御部５１が進捗状況の検出（ス
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テップＳ６３）を行うため、印刷動作が進むにしたがい未印刷相当領域１６２の面積が減
っていき、既印刷相当領域１６１の面積が増えていく。表示部１３の進捗表示領域１７に
は、このような印刷の進捗状況の変化が随時反映されて表示される。
【００９２】
　そして、中央制御部５１は、当該印刷指Ｕ１の爪Ｔ（ステップＳ５６において印刷する
ことに決定された爪Ｔ）について印刷画像データの全ての領域の印刷が終了したか否かを
常に判断し（ステップＳ６８）、印刷画像データの全ての領域の印刷が終了したと判断し
た場合（ステップＳ６８：ＹＥＳ）には、表示部１３の進捗表示領域１７に、印刷画像１
６０の全ての領域が既印刷相当領域１６１となって全体が不透明表示された画像が表示さ
れる。
【００９３】
　また、中央制御部５１は、印刷することに決定された爪Ｔの印刷指Ｕ１に対応付けられ
た印刷状況を「印刷済」にセットする（ステップＳ６６）。具体的には、中央制御部５１
は、ステップＳ５６で選択した識別番号に対応付けられた印刷状況を「印刷中」から「印
刷済」に変更して、「印刷済」の印刷状況を印刷状況格納領域５８ｂに格納する。
【００９４】
　次に、中央制御部５１は、識別表示処理を行う（ステップＳ６７）。ステップＳ６７に
おける識別表示処理とステップＳ６１における識別表示処理とは同じものである。中央制
御部５１が識別表示処理を行うことによって、印刷中であると識別表示されていた指画像
１３１が、印刷済であると識別表示される。
【００９５】
　中央制御部５１は、印刷指挿入部２０ａに挿入された複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔの全てに
ついて印刷が終了したか否かを判断し（ステップＳ６８）、全てについて印刷が終了した
と判断されない間（ステップＳ６８：ＮＯ）、以上のようなステップＳ５６～ステップＳ
６７の処理を繰り返し行う。これにより、印刷指挿入部２０ａに挿入された複数の印刷指
Ｕ１の爪Ｔが印刷部４０の印刷ヘッド４６によって順次印刷されるとともに、表示部１３
の全指表示領域１５において印刷中の爪Ｔ（ステップＳ５６で選択された識別番号）に対
応付けられた指画像１３１が他の指画像１３１と識別表示される。そして、全ての識別番
号についてステップＳ５６～ステップＳ６７の処理が終了したら（ステップＳ６８：ＹＥ
Ｓ）、中央制御部５１は図１７に示す処理を終了する。
【００９６】
　なお、その他の点については、第１の実施形態と同様であることから、その説明を省略
する。
【００９７】
　以上のように、本実施形態におけるネイルプリント装置１によれば、第１の実施形態と
同様に、印刷中の爪Ｔに対応する指画像１３１が、印刷中でない爪Ｔに対応する指画像１
３１と識別されて表示される。そのため、ユーザーは、印刷指挿入部２０ａに挿入した複
数の印刷指Ｕ１の爪Ｔのうちどれが印刷されていて、どれが印刷されていないかを認識す
ることができる。これにより、印刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１を動かすことができる。印
刷中でない爪Ｔの印刷指Ｕ１を静止し続けなくても済むため、ユーザーにとって快適であ
る。
　また、本実施形態では、印刷の進捗状況が検出されて、随時表示部１３の進捗表示領域
１７に表示されるため、ユーザーは印刷中の爪Ｔの印刷指Ｕ１を動かしていけない時間を
直感的に理解することができる。そのため、ユーザーは、印刷を待つ間苛立つこともなく
、快適にネイルデザイン加工を楽しむことができる。
　また、ユーザーは次の印刷指Ｕ１の爪Ｔの印刷開始までの時間を直感的に理解すること
ができる。そのため、印刷指Ｕ１の印刷中に、ユーザーが次の印刷指Ｕ１に違和感を得た
場合等には、次の印刷指Ｕ１についての印刷が開始されるまでの間、当該次の印刷指Ｕ１
を動かしてよいことが分かる。これにより、ユーザーがよりリラックスした状態で快適に
ネイルデザイン加工を楽しむことができる。
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　また、表示部１３は、印刷を実施する複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔすべてを表示する全指表
示領域１５と、複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔのうち印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔのみを拡大表示
する進捗表示領域１７とを備えている。このため、印刷予定の全ての印刷指Ｕ１について
どの指の爪Ｔが印刷されどの指の爪Ｔが印刷されていないのかの全体の進捗状況と、現に
印刷中の爪Ｔについての詳細な進捗状況とを、表示部１３を見るだけでともに容易に認識
することができ、ユーザーにとって便宜である。
　そして、表示部１３の進捗表示領域１７には、印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔが印刷中でな
い印刷指Ｕ１の爪Ｔよりも大きく表示され、印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷する印刷画
像１６０のうち、既印刷領域に相当する既印刷相当領域１６１と未印刷領域に相当する未
印刷相当領域１６２とが識別可能に表示される。このため、現在どの印刷指Ｕ１について
どこまで印刷が進んでいるのかが分かりやすく、ユーザーが印刷動作の終了を快適に待つ
ことができる。
　また、表示部１３の進捗表示領域１７には、表示制御部５１ｆの制御により、既印刷領
域に相当する既印刷相当領域１６１が不透明表示されるとともに、未印刷領域に相当する
未印刷相当領域１６２が半透明表示される。これにより、印刷の進捗状況がユーザーにと
って直感的に分かりやすく表示されるようになっている。
【００９８】
　なお、以上本発明の実施形態について説明したが、本発明は、かかる実施形態に限定さ
れず、その要旨を逸脱しない範囲で、種々変形が可能であることは言うまでもない。
【００９９】
　例えば、第２の実施形態では、図１６に示すように、表示部１３の進捗表示領域１７に
は、印刷画像１６０のうち既印刷相当領域１６１が不透明に表示され、未印刷相当領域１
６２が半透明に表示される例を示したが、印刷中の指の爪Ｔに印刷する印刷画像１６０の
うち、既印刷領域と未印刷領域とが識別可能に表示部１３に表示されればよく、その手法
はこれに限定されない。
【０１００】
　例えば、図１８に示すように、表示部１３の進捗表示領域１７に、拡大爪画像１７２の
エッジ内に収まるように印刷画像１６０を合成し、印刷画像１６０のうち、未印刷領域に
対応する領域（未印刷相当領域１６２）についてそのエッジのみを残して中抜きされた画
像を表示させ、既印刷領域に対応する領域（既印刷相当領域１６１）については中抜きさ
れていない不透明又は半透明の画像を表示させてもよい。
　このように、表示制御部５１ｆの制御により、未印刷領域に相当する未印刷相当領域１
６２を中抜きして未印刷相当領域１６２のエッジを表示部１３に表示させるとともに、既
印刷領域に相当する既印刷相当領域１６１を中抜きせずに既印刷相当領域１６１を表示部
１３に表示させた場合にも、現に印刷中の爪Ｔについてどこまで印刷が進んでいるかの進
捗状況が、表示部１３を見るだけで容易に分かるため、ユーザーが印刷動作の終了を快適
に待つことができる。
【０１０１】
　また、例えば、図１９に示すように、表示部１３の進捗表示領域１７に、拡大爪画像１
７２のエッジ内に収まるように印刷画像１６０を合成し、印刷画像１６０のうち、既印刷
領域に対応する領域（既印刷相当領域１６１）についてのみ不透明又は半透明の画像を表
示させ、未印刷領域に対応する領域（未印刷相当領域１６２）については表示させないよ
うにしてもよい。
　このように、表示制御部５１ｆの制御により、既印刷領域に相当する既印刷相当領域１
６１のみを表示部１３に表示させ、未印刷領域に相当する未印刷相当領域１６２を表示部
１３に表示させないとした場合にも、現に印刷中の爪Ｔについてどこまで印刷が進んでい
るかの進捗状況が、表示部１３を見るだけで容易に分かるため、ユーザーが印刷動作の終
了を快適に待つことができる。
　また、図示を省略するが、未印刷相当領域１６２が点滅表示され、既印刷相当領域１６
１が常時表示されてもよい。この場合にも現に印刷中の爪Ｔについてどこまで印刷が進ん
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でいるかの進捗状況が、表示部１３を見るだけで容易に分かるため、ユーザーが印刷動作
の終了を快適に待つことができる。
【０１０２】
　また、第２の実施形態では、図１５に示すように、印刷開始前においても全指表示領域
１５と進捗表示領域１７とが表示部１３の表示画面上に区分されて確保されている場合を
例示したが、全指表示領域１５と進捗表示領域１７との区分はこれに限定されない。
　例えば、印刷開始前においては、図２０に示すように、表示部１３の表示画面上に広く
全指表示領域１５のみが表示され、進捗表示領域１７は、印刷開始後に全指表示領域１５
の全部又は一部が縮小されることにより表示部１３上に確保されるようにしてもよい。
　具体的には、例えば図２１に示す例のように、全指表示領域１５の中の一部である全印
刷指Ｕ１の指画像１３１が表示されている部分が縮小され、これによって全指表示領域１
５の中の空いたスペースに進捗表示領域１７が確保される。また、図示は省略するが、印
刷開始後に全指表示領域１５の全体が縮小されて、表示部１３の表示画面内の空いたスペ
ースに進捗表示領域１７が確保されるようにしてもよい。
　このように、印刷開始後に全指表示領域１５の全部又は一部が縮小されることにより表
示部１３上に確保されるようにした場合には、印刷開始前には全指表示領域１５が広く確
保されているため、ユーザーは、印刷指Ｕ１の挿入状況等を表示部１３上で確認しやすく
なっている。
【０１０３】
　また、第２の実施形態では、表示部１３に全指表示領域１５及び進捗表示領域１７が設
けられている場合を例示したが、表示部１３の表示画面の構成はこれに限定されない。
　例えば、図２２に示す例のように、表示部１３を全指表示領域１５及び進捗表示領域１
７を設けず、単に、表示部１３内に印刷を実施する複数の印刷指Ｕ１の爪Ｔすべてを表示
させるとともに、このうち印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔを印刷中でない印刷指Ｕ１の爪Ｔよ
りも大きく表示させてもよい。この場合、印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷する印刷画像
１６０のうち、既印刷領域に相当する既印刷相当領域１６１と未印刷領域に相当する未印
刷相当領域１６２とが拡大表示された拡大爪画像１７２を含む拡大指画像１７１の上に識
別可能に表示される。
　または、図２３に示すように、印刷中の印刷指Ｕ１の爪Ｔに印刷する印刷画像１６０の
み、虫眼鏡で見るように円形の拡大画像としても良い。この場合にも、現在どの印刷指Ｕ
１についてどこまで印刷が進んでいるのかが分かりやすく表示部１３に表示されるため、
ユーザーが印刷動作の終了を快適に待つことができる。
【０１０４】
　また、上記実施形態では、印刷中の爪Ｔの指か、印刷中でない爪Ｔの指かを識別可能に
表示部１３に表示させる手法として、指画像１３１に含まれる爪画像１３２のエッジ内に
印刷画像１６０を合成して、印刷中の爪Ｔにはこの印刷画像１６０全体を不透明表示させ
、未印刷の爪Ｔには印刷画像１６０全体を半透明表示させ、印刷中の爪Ｔには印刷済みの
領域に相当する既印刷相当領域を不透明、未印刷の領域に相当する未印刷相当領域を半透
明で表示させる他、「印刷中」等の語１３６～１３８を表示させる場合を例としたが、印
刷中の爪Ｔの指か印刷中でない爪Ｔの指かを識別表示する表示態様はこれに限定されない
。
　例えば、図２１、図２２に示すように、印刷中の爪Ｔには実線の二重丸、印刷済みの爪
には実線の丸印、未印刷の爪Ｔには破線の丸印というように、指画像１３１の爪画像１３
２に所定のマーク１３３～１３５を付することで印刷中か否かを区別してもよい。
　また、第１の実施形態で示したように、印刷中の爪Ｔの上に矢印等を表示させたり、印
刷中の爪Ｔの指画像１３１全体や爪画像１３２部分を点滅表示させたり、半透明表示させ
る等の手法によって印刷中か否かを区別してもよい。
　また、図２１に示すように、爪画像１３２のエッジ内に印刷画像１６０を合成した画像
、マーク１３３～１３５の表示、「印刷中」等の語１３６～１３８の表示等を全て行って
もよいし、これら各種の表示手法のうちのいずれか１つ若しくはその全部又は一部の組み
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合せによって印刷中か否かを区別してもよい。また、印刷画像１６０やマーク１３３～１
３５、語１３６～１３８等の表示を行わず、単に印刷中の爪Ｔの指を、印刷中でない爪Ｔ
の指よりも大きく表示させることのみによって両者を識別可能としてもよい。
【０１０５】
　なお、第１の実施形態及び第２の実施形態において例示した、印刷中の爪Ｔの指か、印
刷中でない爪Ｔの指かを識別可能に表示部１３に表示させる各種の手法と、現に印刷中の
爪Ｔについて既印刷領域と未印刷領域とを識別可能に表示させる各種の手法とは、任意に
組み合せることが可能である。
【０１０６】
　また、図２４に示すように、表示制御部５１ｆは、表示部１３の進捗表示領域１７内に
、当該進捗表示領域１７内に表示されている爪Ｔについて「印刷中」である旨を示す印刷
ステータス表示領域１７５を配置して、「印刷中」である旨が印刷ステータス表示領域１
７５内に表示されるようにしてもよい。
　このような表示を行う場合には、表示部１３の進捗表示領域１７内に表示されている爪
Ｔについて現に印刷中であることが明確となり、ユーザーにとってより分かりやすい。
【０１０７】
　さらに、図２４に示すように、表示制御部５１ｆは、表示部１３内に残存時間表示領域
１７６を設けて、印刷制御部５１ｅの制御によって進行されている印刷が終了するまでの
残存時間を、数値で残存時間表示領域１７６の内側に併せて表示させるようにしてもよい
。なお、図２４では、残存時間表示領域１７６が表示部１３の進捗表示領域１７内に設け
られている例を示しているが、残存時間表示領域１７６が設けられる位置、大きさ等は図
示例に限定されない。
　この場合には、中央制御部５１は、さらに印刷制御部５１ｅの制御によって進行されて
いる印刷が終了するまでの残存時間を計算する残存時間計算部としても機能する。
　すなわち、この場合、中央制御部５１は、印刷画像データから当該爪Ｔに印刷画像を印
刷する為に必要な印刷時間を計算する。ここで印刷時間とは、印刷部４０によって印刷指
Ｕ１の爪Ｔへの印刷が開始された時からその印刷が終了する時までの時間である。
　残存時間計算部として機能する中央制御部５１により算出された印刷時間は、印刷開始
時に指画像１３１（または、拡大指画像１７１）とともに表示部１３に表示される。
　また、印刷の進行中は、残存時間計算部としての中央制御部５１が印刷開始時からの経
過時間を計算するとともに、印刷開始前に算出した印刷時間から経過時間を減じることで
得られた差（これを「印刷残存時間」という。）を算出する。
　そして、印刷の進行中は、中央制御部５１により算出された印刷残存時間が、指画像１
３１（または、拡大指画像１７１）とともに表示部１３に表示される。なお、印刷残存時
間は数値で表示される。
【０１０８】
　図２５は、印刷残存時間の表示を行う場合におけるプログラム５３に従った中央制御部
５１の処理の流れを説明するとともに、中央制御部５１の処理に基づくネイルプリント装
置の動作について説明したフローチャートである。
　図２５に示すように、印刷残存時間の表示を行う場合には、印刷制御処理（ステップＳ
８２）が開始されてから、進捗状況検出部５１ｈによる印刷の進捗状況の検出が行われ（
ステップＳ８３）、さらに残存時間計算部としての中央制御部５１が印刷開始時からの経
過時間を計算するとともに、印刷開始前に算出した印刷時間から経過時間を減じることで
印刷残存時間を算出する（ステップＳ８４）。そして、表示部１３の進捗表示領域１７に
既印刷領域と未印刷領域とが識別表示されるとともに、残存時間表示領域１７６に印刷残
存時間が表示される（ステップＳ８５）。なお、図２５におけるステップＳ７１～ステッ
プＳ８３、及びステップＳ８６～ステップＳ８９は、それぞれ、図１７におけるステップ
Ｓ５１～ステップＳ６３、及びステップＳ６５～ステップＳ６８と同様であることから、
その説明を省略する。
　このように、印刷残存時間を表示する残存時間表示領域１７６を設けて印刷残存時間を
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表示部１３に表示させた場合には、ユーザーが印刷終了までの時間をより正確に把握する
ことができ、ユーザーが印刷動作の終了を快適に待つことができる。
【０１０９】
　なお、表示部１３に表示する指の爪の表示サイズは、対応する指の爪の実寸サイズより
大きくても同じでも小さくても良い。ただし、この場合にも、表示部１３に表示される印
刷中の指の爪Ｔの、実寸サイズに対する表示サイズの比率は、印刷中でない指の爪Ｔの、
実寸サイズに対する表示サイズの比率より、高くする。
【０１１０】
　本発明の実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に限定するもので
はなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
＜請求項１＞
　複数の指の爪に順次印刷する印刷ヘッドと、
　前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指か、印刷中でない爪の指かを識別可能に表示を
行う表示部と、
　を備えることを特徴とするネイルプリント装置。
＜請求項２＞
　前記表示部は、
　印刷を実施する前記複数の指の爪をすべて表示するとともに、前記爪に印刷される印刷
画像を表示するものであり、
　前記印刷ヘッドによって印刷中の指の爪の、前記印刷中の指の爪の実寸サイズに対する
前記表示部に表示される前記印刷中の指の爪の表示サイズの比率を、印刷中でない指の爪
の、前記印刷中でない指の爪の実寸サイズに対する前記表示部に表示される前記印刷中で
ない指の爪の表示サイズの比率より高くして表示することを特徴とする請求項１に記載の
ネイルプリント装置。
＜請求項３＞
　印刷の進捗状況を検出して、印刷を実施する前記複数の指の爪のうち前記印刷ヘッドに
よって印刷中の指の爪か印刷中でない指の爪かを識別するとともに、爪に印刷される印刷
画像のうち既印刷領域と未印刷領域とを識別する進捗状況検出部と、
　前記進捗状況検出部による検出結果に応じて前記表示部の表示を制御する表示制御部と
、
　を備えていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のネイルプリント装置。
＜請求項４＞
　前記表示部は、
　印刷を実施する前記複数の指の爪すべてを表示する全指表示領域と、
　前記複数の指の爪のうち前記印刷中の指の爪を拡大表示して、印刷する印刷画像のうち
の既印刷領域と未印刷領域とを識別可能に表示する進捗表示領域と、
　を備えていることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載のネイルプリント装置。
＜請求項５＞
　前記進捗表示領域は、印刷開始後に前記全指表示領域の全部又は一部が縮小されること
により前記表示部上に確保されることを特徴とする請求項４に記載のネイルプリント装置
。
＜請求項６＞
　前記表示制御部は、前記既印刷領域に相当する既印刷相当領域を前記表示部に不透明表
示させるとともに、前記未印刷領域に相当する未印刷相当領域を前記表示部に半透明表示
させることを特徴とする請求項３から請求項５のいずれか一項に記載のネイルプリント装
置。
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＜請求項７＞
　前記表示制御部は、前記未印刷領域に相当する未印刷相当領域を中抜きして前記未印刷
相当領域のエッジを前記表示部に表示させるとともに、前記既印刷領域に相当する既印刷
相当領域を中抜きせずに前記既印刷相当領域を前記表示部に表示させることを特徴とする
請求項３から請求項５のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項８＞
　前記表示制御部は、前記既印刷領域に相当する既印刷相当領域のみを前記表示部に表示
させ、前記未印刷領域に相当する未印刷相当領域を前記表示部に表示させないことを特徴
とする請求項３から請求項５のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項９＞
　前記表示制御部は、前記既印刷領域に相当する既印刷相当領域を前記表示部に常時表示
させるとともに、前記未印刷領域に相当する未印刷相当領域を前記表示部に点滅表示させ
ることを特徴とする請求項３から請求項５のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項１０＞
　前記印刷ヘッドによって進行されている印刷が終了するまでの残存時間を計算する残存
時間計算部を更に備え、
　前記表示制御部は、前記残存時間計算部によって計算された残存時間とともに、前記既
印刷領域相当領域と前記未印刷領域相当領域を前記表示部に表示させることを特徴とする
請求項３から請求項９のいずれか一項に記載のネイルプリント装置。
＜請求項１１＞
　前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像にマークを付して前記表示部
に表示させる表示制御部を備えることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置
。
＜請求項１２＞
　前記表示制御部は、
　更に、前記表示部に表示させるマークと異なる表示態様のマークを印刷中でない爪の指
に対応する指画像に付して前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１１に記載の
ネイルプリント装置。
＜請求項１３＞
　前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像に語を付して前記表示部に表
示させるとともに、その語と異なる内容の語を印刷中でない爪の指に対応する指画像に付
して前記表示部に表示させる表示制御部を備えることを特徴とする請求項１に記載のネイ
ルプリント装置。
＜請求項１４＞
　前記複数の指画像のうち、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像の
みに語を付して前記表示部に表示させる表示制御部を備えることを特徴とする請求項１に
記載のネイルプリント装置。
＜請求項１５＞
　前記複数の指画像のうち、前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像の
みに矢印を付して前記表示部に表示させる表示制御部を備えることを特徴とする請求項１
に記載のネイルプリント装置。
＜請求項１６＞
　前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像を前記表示部に点滅表示させ
るとともに、印刷中でない爪の指に対応する指画像を前記表示部に常時表示させる表示制
御部を備えることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
＜請求項１７＞
　前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像を前記表示部に常時表示させ
るとともに、印刷中でない爪の指に対応する指画像を前記表示部に点滅表示させる表示制
御部を備えることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
＜請求項１８＞
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　前記印刷ヘッドによって印刷中の爪の指に対応する指画像を前記表示部に半透明表示さ
せるか、または印刷中でない爪の指に対応する指画像を前記表示部に半透明表示させる表
示制御部を備えることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
＜請求項１９＞
　印刷中でない爪の指に対応する指画像のうち、印刷済みの爪の指に対応する指画像と、
未印刷の爪の指に対応する指画像とを識別して、これらの指画像を前記表示部に表示させ
る表示制御部を備えることを特徴とする請求項１に記載のネイルプリント装置。
【符号の説明】
【０１１１】
　１　　　ネイルプリント装置
　１３　　表示部
　１５　　全指表示領域
　１７　　進捗表示領域
　４０　　印刷部
　５１　　中央制御部
　５１ｅ　印刷制御部
　５１ｆ　表示制御部
　５１ｋ　進捗状況検出部
　１６０　印刷画像
　１６１　既印刷相当領域
　１６２　未印刷相当領域
　１７１　拡大指画像
　１７２　拡大爪画像

【図１】 【図２】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】
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